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五二「加治木桑波田氏蔵」

右近衛府政所下　薩摩國牛屎郡相撲人大秦元光幷府使光
里等
可早任道理、停止國吉妨田地幷苅取田貮拾伍町参段事、

右、得去二月日元光幷府使光里等解状偁、云々具、而件
元光田地、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(　「安元元年ナラン」),以去去年可停止)國吉妨之由、被　宣下畢、而

彼國吉或相語国衙在廰官人等、或相語嶋津庄官等、恣去

年秋苅取作田毛稲之由、有其聞、事若實者、且任道理、且

任先日下知之旨、停止彼國吉妨、早可糺返件苅取稲之状、
依　大将宣、所　仰如件、敢勿違失、故下、

　　安元三年四月　日　　　将曹惟宗朝臣「清景」
　　　　　　　　　　　　将監藤原朝臣「定經」
　　　　　　　　　　　　番長中臣宿禰「近成」
權中将藤原朝臣(花押)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(｢右近衛印｣三アリ)
